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教員一覧表 

部門 
職名・氏名等 

教授 准教授 助教 

バイオベース 

燃料・化学品 

研究部門 

近藤昭彦  (＊) ◇部門長 石井  純      (★) 酒井香奈江 (特)(＊) 

蓮沼誠久  (★) 

◎センター長 

石川  周      (＊)  

吉田健一  (＊) 田中  勉      (＊)  

竹中慎治  (協) 川口秀夫   (特)(＊)  

今石浩正  (協)   

バイオロジクス 

研究部門 

内田和久  (特)(＊) 

◇部門長 

 伊藤洋一郎 (特)(＊) 

山地秀樹  (＊)  西村勇哉   (特)(＊) 

李  仁義  (特)(協)  中村泰之   (特)(＊) 

遊佐敬介  (特)(＊)   

機能性食品 

素材・アグロ 

バイオ研究部門 

大澤  朗  (＊) ◇部門長 金丸研吾      (＊) 福田伊津子    (協) 

芦田  均  (＊) 山崎将紀      (協) 佐々木大介 (特)(＊) 

水野雅史  (協) 本田和久      (協) 藤倉  潮   (特)(★) 

宅見薫雄  (協) 橋本堂史      (協) 島谷善平   (特)(＊) 

上曽山 博 (協) 山下陽子      (協)  

三宅秀芳  (協) 宇野雄一      (協)  

白井康仁  (協) 佐々木建吾 (特)(＊)  

三村徹郎  (協)   

化学・プロセス 

研究部門 

荻野千秋  (＊) ◇部門長 勝田知尚      (協) 谷屋啓太      (協) 

林  昌彦  (＊) 中川敬三      (協)  

森  敦紀  (協) 神尾英治      (協)  

大村直人  (協)   

西山  覚  (協)   

西野  孝  (協)   

先端プラット 

フォーム技術 

開発部門 

西田敬二  (★) ◇部門長 

○副センター長 

秋本誠志      (＊) 光延仁志   (特)(★) 

大西  洋  (＊) 柘植謙爾   (特)(＊) 寺本  潤   (特)(★) 

富永圭介  (協)  片山健太   (特)(★) 

丸山達生  (協)  大西美輪   (特)(★) 

バイオエコノ 

ミー研究部門 

山本一彦  (＊) ◇部門長   

忽那憲治  (＊)   

※名前の右横の「特」は特命，「★」は主配置，「＊」は配置，「協」は協力教員を示す。 
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強み・特色について 

神戸大学先端バイオ工学研究センターは，神戸大学の強みと特色を生かし，先端バイオ工学

分野という先端融合領域における新たな学術分野の開拓推進を行うとともに，イノベーション

の創出を目指す国内唯一の研究センターとして，2018 年 7 月 1 日に設立されました。 

本研究センターは，産学官連携による先端的な研究開発を推進するとともに，研究開発のプ

ラットフォームを構築・集積し，ハード(研究スペース，機器)とソフト(研究者，知財)を整備し

たイノベーションハブとなることを目的としています。 

先端バイオ工学における教育研究実績や，関係機関との連携協力関係を基盤として，国や社

会の要請に応え，多様な有用物質のバイオプロダクションの実現をはじめとするイノベーショ

ン創出を行うことでバイオエコノミーを牽引することを目指してまいります。 

 

(１) 学際研究，産学連携研究の促進 

神戸大学のコア技術に基づく 6 つの研究部門(バイオベース燃料・化学品研究部門，バイオ

ロジクス研究部門，機能性食品素材・アグロバイオ研究部門，化学・プロセス研究部門，先

端プラットフォーム技術開発部門，バイオエコノミー研究部門)を配し，部門間の連携研究を

積極的に推進することで学際研究しやすい環境を整備しています。また，これまでの国補助

金事業や共同研究で培ったノウハウを生かすとともに，複数分野にまたがる研究体制を整え

ることで，多様化する産業界のニーズへの対応力を高め，産学連携・オープンイノベーショ

ンの場を増やしています。 

 

(２) 文理融合によるイノベーション創出の加速 

文理融合型の研究センターとして，バイオエコノミー研究部門を配することで，自然科学

系教員の中だけでなく，社会科学系教員との連携が可能となり，知的財産化，生産技術開

発，市場開拓を見通した事業化戦略の導出，イノベーションの創出をサポートしています。 

 

(３) 先端バイオ工学推進機構およびバイオロジクス研究・トレーニングセンターとの連携 

一般社団法人先端バイオ工学推進機構(Organization for Engineering Biology ; OEB)，一般社

団法人バイオロジクス研究・トレーニングセンター(Biologics Center for Research and Training ; 

BCRET)と連携することで，先端バイオ工学分野およびバイオロジクス分野の国際的な研究開

発動向や産業動向，産業ニーズ等に関する情報が集積され，予備的な研究開発を実施するこ

とにより，さらなる研究の発展や産業の振興，人材の育成につなげています。 

 

(４) 国際的な共同研究の推進 

先端バイオ工学におけるプラットフォーム技術を集約した「バイオファウンドリー」を議

論する国際的なアライアンス(Global Biofoundry Alliance)に参画し，研究成果の発信や最先端

研究動向の共有，ビジネスモデルの検討等により，バイオエコノミーの発展に貢献していま

す。 
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(５) 研究スペースと機器使用機会の提供 

多様な研究分野にまたがる先端バイオ工学(Engineering Biology)領域において，研究に必要

な設備・機器を整備・集積しており，学内外において共同で利用できる仕組みを整えること

で学際研究，産学連携研究をサポートしています。  
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教員及び専門分野 

【バイオベース燃料・化学品研究部門】 

スマートセル開発を中心とした低酸素社会実現のための基盤構築 

持続可能な低炭素社会を実現するために，バイオ燃料やバイオベース化学品の生産に関する

さまざまな研究を展開しています。生理活性を有する機能性物質の生産にも取り組んでいま

す。 

我が国では「高度に機能がデザインされ，機能の発現が制御された生物細胞」がスマートセ

ルと定義され，スマートセルを用いた次世代産業「スマートセルインダストリー」の構築が進

められています。当部門では，この分野の社会実装に必要なブレイクスルーを起こすべく，次

の 3 つの研究グループを設置し，革新的な技術開発を目指して研究を日々行っています。 

 

＜原核スマートセル研究グループ＞ 

大腸菌や枯草菌，乳酸菌，放線菌，コリネ型細菌などの原核生物を宿主として，バイオ燃

料やバイオベース化学品，機能性物質を生産する細胞の開発を行っています。 

宿主の特性を生かした標的生産物の選定，代謝経路の設計，酵素の選択，遺伝子の設計等

を通してスマートセルを設計し，ハイスループット技術やオミクス解析技術を活用した細胞

の評価，計算科学的手法を活用した代謝ルールの学習を行うことで，スマートセルの開発を

進めています。 

氏名 職名 専門分野 

近藤 昭彦 教授 生物機能・バイオプロセス，応用微生物学，合成生物

工学 

蓮沼 誠久 教授 代謝工学，代謝分析化学，遺伝子工学，細胞生理学，

バイオプロセス工学 

吉田 健一 教授 応用微生物学，ゲノム生物学，代謝工学，微生物生理，

遺伝子発現制御，生理活性物質 

竹中 慎治 教授 応用微生物学，有用微生物の単離，微生物酵素，微生

物分解，物質変換 

今石 浩正 教授 バイオマーカー，薬物安全性評価 

石井 純 准教授 合成生物学，代謝工学，ゲノム工学，進化工学，バイ

オセンサー 

石川 周 准教授 応用微生物学，分子生物学，ゲノム生物学 

田中 勉 准教授 生物化学工学，細胞表層工学，代謝工学 

川口 秀夫 特命准教授 代謝工学，応用微生物学，バイオマス，コリネ型細菌，

大腸菌 

酒井 香奈江 特命助教 分子微生物学 
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＜真核スマートセル研究グループ＞ 

出芽酵母や分裂酵母，メタノール資化性酵母をはじめとするノンコンベンショナル酵母，

糸状菌，植物細胞，動物細胞などの真核生物を宿主として，バイオ燃料やバイオベース化学

品，機能性物質を生産する細胞の開発を行っています。 

真核生物は，オルガネラ(細胞内小器官)を有し，複雑な遺伝子発現・代謝制御系を有する

ため，原核生物とは異なるアプローチが必要であり，真核生物に特化したスマートセル構築

技術を開発しています。また，真核生物の特性を生かし，真核生物ならではの標的物質(二次

代謝物質，ペプチドなど)を生産する細胞の開発を進めています。 

氏名 職名 専門分野 

近藤 昭彦 教授 生物機能・バイオプロセス，応用微生物学，合成生物

工学 

蓮沼 誠久 教授 代謝工学，代謝分析化学，遺伝子工学，細胞生理学，

バイオプロセス工学 

石井 純 准教授 合成生物学，代謝工学，ゲノム工学，進化工学，バイ

オセンサー 

田中 勉 准教授 生物化学工学，細胞表層工学，代謝工学 

伊藤 洋一郎 特命助教 進化分子工学，合成生物学 

中村 泰之 特命助教 合成生物工学，遺伝子工学，バイオセンサー，酵母 

酒井 香奈江 特命助教 分子微生物学 

西村 勇哉 特命助教 代謝工学，合成生物工学，酵母，ドラッグデリバリー 

 

＜CO2直接変換研究グループ＞ 

シアノバクテリアや光合成細菌，微細藻類(緑藻，珪藻，ハプト藻，ユーグレナ等)，植物

培養細胞等の光合成生物を利用して，バイオ燃料やバイオベース化学品，機能性物質を生産

する研究を行っています。 

代謝経路を改変する代謝工学に加え，炭酸固定能を促進する技術開発にも取り組み，低炭

素化に直結するスマートセル構築技術の開発を進めています。 

氏名 職名 専門分野 

蓮沼 誠久 教授 代謝工学，代謝分析化学，遺伝子工学，細胞生理学，

バイオプロセス工学 
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【バイオロジクス研究部門】 

バイオ医薬品研究をベースとした新規モダリティや複雑なペプチド・核酸医薬，ナノ

粒子への展開 

バイオロジクスは，動物細胞などの生命の力を用いて生産する構造が複雑な医薬品で，近年

は抗体医薬を代表とするバイオ医薬品が脚光を浴びています。 

最近では，同じような方法で，培養，精製，分析し，規制科学の対象になる「改変型の抗体

医薬」，「遺伝子治療薬」，細胞治療用の「細胞医薬」に研究の主体が移りつつあり，当部門

ではこれらに着目した研究を行っています。さらには，合成品ではあるものの，複雑な構造を

持つ点ではバイオロジクスと同様の研究法が適用できるペプチド医薬やナノ技術+核酸医薬に

もアプローチしています。 

 

＜抗体医薬・遺伝子治療・ペプチド医薬研究グループ＞ 

CHO 細胞によるバイオ医薬品として有用な改変タンパク質の製造プロセス開発やそれに伴

うプロセス分析，品質分析方法の研究や最新の抗体医薬の培養・精製の連続化に関する研究

を行っています。また，増殖が速いという微生物の利点を活かして，ピキア酵母を用いたバ

イオ医薬品の開発及び生産用の宿主開発に取り組んでいます。 

タンパク医薬の培養や精製などと同様のプロセス設計が可能な遺伝子治療用ベクターの生

産と分析，特に活性本体であるベクターに関する核酸分析法を複数検討しています。DNA ウ

イルスであるアデノ随伴ウイルスやレトロウイルスであるレンチウイルスを研究対象として

います。また，ペプチド医薬の製造や分析に関する調査研究も行っています。 

氏名 職名 専門分野 

山地 秀樹 教授 生物化学工学，細胞培養工学，バイオプロセス，組換

えタンパク質生産，バイオリアクター 

内田 和久 特命教授 バイオ医薬品，遺伝子治療，製造プロセス，バイオロ

ジクス分析法，バイオ人材育成 

近藤 昭彦 教授 生物機能・バイオプロセス，応用微生物学，合成生物

工学 

石井 純 准教授 合成生物学，代謝工学，ゲノム工学，進化工学，バイ

オセンサー 

伊藤 洋一郎 特命助教 進化分子工学，合成生物学 

中村 泰之 特命助教 合成生物工学，遺伝子工学，バイオセンサー，酵母 

西村 勇哉 特命助教 代謝工学，合成生物工学，酵母，ドラッグデリバリー 

 

＜ウイルス安全性研究グループ＞ 

ICH ガイドライン Q5A に基づき，マウス白血病レトロウイルスやマウス微小ウイルスなど

を扱う BSL2 レベルのラボを整備して，バイオ医薬品のウイルスクリアランス試験などのウ

イルス安全性評価に関する研究に取り組んでいます。 

さらに，次世代シークエンス法とバイオインフォマティクスを用いて，バイオ医薬品をは

じめ，細胞医薬などの再生医療分野において，新規のウイルスの品質評価手法の確立を行っ
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ており，国際的なコンソーシアムの中で情報発信をして，次のガイドライン作成につなげる

研究に取り組んでいます。 

氏名 職名 専門分野 

内田 和久 特命教授 バイオ医薬品，遺伝子治療，製造プロセス，バイオロ

ジクス分析法，バイオ人材育成 

李 仁義 特命教授 バイオ医薬品の開発・製造・申請，テクニカルレギュ

ラトリーサイエンス，GMP 管理等 

遊佐 敬介 特命教授 バイオ医薬品，細胞加工製品，遺伝子治療用製品のウ

イルス安全性，レギュラトリーサイエンス 

 

＜医療用ナノ粒子・核酸医薬研究グループ＞ 

ナノ粒子を用いてより多くの抗がん剤などを腫瘍に効率的に輸送し，治療効果向上と副作

用の軽減を狙う薬物送達システム(DDS)の試みがなされています。 

抗がん剤のほか，遺伝子発現を制御する核酸をナノ粒子内に内包した「核酸医薬」の開発

も行われています。 

また，内包する核酸医薬の合成法に関して大量生産によるコスト削減や優れた品質の維持

などの研究・調査を行っています。さらには，金属系複合ナノ粒子を用いたがん診断のため

のイメージング技術の開発も行っています。 

氏名 職名 専門分野 

荻野 千秋 教授 バイオマス前処理，代謝工学，バイオプロセス 
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【機能性食品素材・アグロバイオ研究部門】 

農場から体内までを網羅した食の安全・安心科学の創成 

異常気候による農畜水産物の生産性低減や「生活習慣病」の増加が深刻な社会問題となって

いる実情に鑑み，これらの問題を解消・予防するためにさまざまな先端研究を展開していま

す。農畜水産物とその加工食品素材のミクロからマクロレベルの多岐なる動態を十分に考慮に

入れて，次の３つの研究グループを設置し，画期的な農産物の生産技術や真にヒトに実行する

機能性食品の開発を目指して研究に取り組んでいます。 

 

 ＜アグロバイオ研究グループ＞ 

シロイヌナズナや葉物を用いて植物バイオマス増産に役立つ新規の植物活性化物質，スト

レス耐性向上剤の探索と分子機構の解明，オルガネラ機能の植物生理学的な解析，イネやコ

ムギで「食」資源としてだけでなくバイオリファイナリー資源としても活用できる新系統の

開発等を農学，理学，工学研究科との連携で行っています。 

氏名 職名 専門分野 

金丸 研吾 准教授 葉緑体，レトログレードシグナリング，５－アミノレ

ブリン酸 

宅見 薫雄 教授 遺伝学，育種学 

三村 徹郎 教授 植物生理，細胞生物，膜生物学 

三宅 秀芳 教授 有機化学，有機合成化学 

山崎 将紀 准教授 イネを含む穀物の遺伝育種学 

宇野 雄一 准教授 園芸学，植物分子生物学 

島谷 善平 特命助教 植物育種学，植物遺伝学，ゲノム編集 

藤倉 潮 特命助教 ゲノム編集，植物生理学，発生遺伝学，細胞培養工学，

分子遺伝学 

 

＜機能性食品素材腸内動態研究グループ＞ 

ヒト腸上皮由来培養細胞と免疫担当細胞の２層で構成される小腸モデル，および単槽連続

嫌気培養によるヒト腸内細菌叢モデルを構築し，これらを用いてヒト介入試験に先立つ食品

素材のヒトでの機能性を効率よくプレ評価することを本学農学研究科の食の安全・安心科学

センターおよび医学部消化器内科等と連携して行っています。 

氏名 職名 専門分野 

大澤 朗 教授 応用細菌学，食品微生物学 

水野 雅史 教授 免疫賦活，高分子多糖，活性酸素，抗腫瘍性，腸管免

疫 

白井 康仁 教授 生化学，情報伝達学 

佐々木 建吾 特命准教授 応用微生物，生物工学 

福田 伊津子 助教 食品科学，食品機能学 
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佐々木 大介 特命助教 微生物群集解析(水素・メタン発酵，電気培養，微生物

燃料電池，腸内フローラ)，ファインケミカル生産 

 

＜機能性食品素材体内動態研究グループ＞ 

生活習慣病予防の観点から，多面的に食品成分の機能性と安全性を培養細胞，動物実験，

ヒト介入試験で評価するとともに，関与成分の体内動態解析も実施します。 

さらに，農畜水産物の加工による有効性の評価も実施することで，特定保健用食品や機能

性表示食品の開発に繋げる研究を行ってまいります。 

氏名 職名 専門分野 

芦田 均 教授 食品機能学，栄養化学，高血糖予防，肥満予防，環境

汚染物質の作用軽減 

上曽山 博 教授 動物，栄養，脂質代謝，筋肉代謝，摂食調節 

橋本 堂史 准教授 食品化学，栄養化学，食品機能学，分子栄養学，生化

学，細胞機能調節物質，薬物代謝学，熱帯医学 

本田 和久 准教授 食欲，脂質代謝 

山下 陽子 准教授 食品成分の生活習慣病予防改善効果とその作用機構解

明 
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【化学・プロセス研究部門】 

化学プロセスとバイオプロセスの融合による新しいバイオプロセスの確立 

物質生産を最適化する化学プロセス及びバイオプロセスに取り組んでいます。 

具体的には，化学プロセスにおいてはバイオマスの熱・化学変換による高付加価値成分の選

択的成分変換を目指します。 

バイオプロセスにおいては，微生物の発酵に必要とされる化学工学的要素技術である混合特

性や物質移動の解析を，実験と理論の両面から推進します。 

また，発酵産物の精製に必要とされる膜分離技術に関しても検討を行います。 

そして，最終的にはこれらの要素技術を統合化し，シームレスなバイオリファイナリープロ

セス構築を目指します。 

 

＜バイオマス前処理・成分分離研究グループ＞ 

セルロース系バイオマスは，複雑で強固な構造を有しているため，微生物発酵の原料とす

るには，物理的・化学的に前処理した後に，少量の酵素で液化する必要があります。 

本グループでは水熱処理法，アルカリ処理法，イオン液体処理等の各種前処理法を開発し

てきました。これらの実績をもとに，バイオマスの種類に依存した最適な前処理法を検討し

ます。バイオマスの構造解析も進めます。 

氏名 職名 専門分野 

荻野 千秋 教授 バイオマス前処理，代謝工学，バイオプロセス 

西野 孝 教授 高分子構造，高分子物性，高分子薄膜・表面，環境関

連高分子 

谷屋 啓太 助教 触媒反応工学，化学工学 

 

＜化学プロセス研究グループ＞ 

バイオマスの有効利用には生物学的変換の外に，熱化学的な変換が考えられております。

特にバイオマス中のリグニン成分の有効利用には，生物変換に限定しない広い範囲の技術の

探索が求められます。 

本グループでは，バイオマス前処理チームと連携して，バイオマスの特性を評価しなが

ら，その成分分離や，リグニン成分の有効利用に向けた熱的変換を目指します。特に水素還

元などの技術をベースにバイオオイルの効率的生産に関する研究を推進します。更には，触

媒による糖類の化学変換による新しい価値創造も目指します。 

氏名 職名 専門分野 

林 昌彦 教授 有機化学，有機合成化学，触媒化学 

森 敦紀 教授 有機合成化学，有機金属化学，有機材料科学，高分子

科学 

西山 覚 教授 触媒反応工学 

谷屋 啓太 助教 触媒反応工学，化学工学 
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＜バイオプロセス研究グループ＞ 

バイオマス前処理物から有用物質をバイオ生産する際のプロセスの検討，スケールアップ

の検討を行います。バイオマス前処理物にはリグニンや発酵阻害物が含まれ，セルロース画

分が固体化していることがあります。攪拌，発酵制御を含め，実用化に適したバイオリアク

ターの開発に取り組みます。 

一方で，油脂からの酵素法による燃料生産に関しても，実バイオマスを念頭に置いた効率

的バイオプロセスの開発を進めていきます。 

氏名 職名 専門分野 

大村 直人 教授 移動現象学，プロセス工学 

勝田 知尚 准教授 生物化学工学 

荻野 千秋 教授 バイオマス前処理，代謝工学，バイオプロセス 

 

＜膜分離研究グループ＞ 

最終製品を得るためには，バイオリアクターで生産された有用物質を低コストかつシンプ

ルなプロセスで分離精製を行う必要があります。 

本グループでは神戸大学独自の「膜分離」技術を用い，微生物と培養液の分離および目的

物質の培養液から分離精製における革新的な技術を提供します。本グループが有する多くの

知見をもとに，バイオプロダクションの有効な膜分離精製技術の開発が可能です。目的可能

物の分離機能や透過特性を有する膜をテーラーメイドに作製するバイオプロセスに資する

「統合的膜工学」の確立を目指します。 

氏名 職名 専門分野 

中川 敬三 准教授 ナノ材料工学，膜分離工学，触媒反応工学，エネルギ

ー有効利用技術，化学工学 

神尾 英治 准教授 分離工学，化学工学，反応工学 

荻野 千秋 教授 バイオマス前処理，代謝工学，バイオプロセス 
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【先端プラットフォーム技術開発部門】 

ブレイクスルーを生み出すプラットフォーム技術の開発と提供 

未来の生命科学のプラットフォームとなるような基盤技術の開発と，その応用展開によるイ

ノベーションの駆動を目指しています。 

バイオの設計図を書き換えるゲノム編集技術など，生命科学の幅広い分野へ波及するような

技術の開発を行っています。 

 

＜先端計測研究グループ＞ 

・液中環境において世界最高の力分解能(10 ピコニュートン)を発揮する原子間力顕微鏡(FM-

AFM)を駆使してソフトマテリアルと液体が接する界面の力学応答を計測評価する研究を進

めています。ソフトマテリアルの表面構造ばかりでなく，これに接する液体の密度分布を

可視化する技術をバイオベース材料や潤滑剤の開発へ活かしていきます。 

・超高速時間分解蛍光分光法を用いて，光合成色素系の機能評価に取り組んでいます。 

・プラスチック表面に存在する微量官能基を水中で定量する方法を開発しています。 

・テラヘルツ帯の振動分光測定と量子化学計算をもちいて，分子間相互作用や高分子のゆっ

くりした振動運動を解析しています。 

氏名 職名 専門分野 

大西 洋 教授 界面分子科学・先端計測 

富永 圭介 教授 溶液化学，分子分光学 

丸山 達生 教授 界面工学，ソフトマテリアル，高分子表面，界面機能

化，自己組織化，バイオマテリアル 

秋本 誠志 准教授 光物理化学，超高速分光法，光合成初期過程 

 

＜ゲノム編集研究グループ＞ 

・神戸大学で開発された「切らないゲノム編集技術」を中心に，ゲノムをより安全に効率よ

く改変操作する技術群の開発と改良に取り組んでいます。 

・世界的な気候変動への対応と持続可能な社会を実現すべく，ゲノム編集技術と細胞培養技

術を組み合わせて，高速かつ安全で高効率な育種技術および植物と微生物による物質生産

技術の開発を進めています。 

・疾患メカニズムの解明から創薬支援，バイオ医薬品の生産，また遺伝子治療に至るまで，

ゲノムを高度に操作する技術の医学分野における応用に取り組んでいます。 

氏名 職名 専門分野 

西田 敬二 教授 合成生物学，ゲノム編集技術，合成進化工学 

片山 健太 特命助教 オルガネラ生物学，脂質分子生物学，植物生理学，育

種学，ゲノム編集，合成生物学 

寺本 潤 特命助教 遺伝子工学，分子生物学，遺伝子発現制御，ゲノム生

物学，ゲノム編集技術，合成生物学，微生物，植物 

光延 仁志 特命助教 ゲノム編集 

大西 美輪 特命助教 植物生理学，液胞，ゲノム編集 
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 ＜ゲノム合成研究グループ＞ 

合成生物学や代謝工学の実現に不可欠な，デザインされたゲノム DNA を合成する技術の

開発を行っています。 

神戸大学の独自技術である，枯草菌を用いた長鎖 DNA 合成法の OGAB 法を基盤技術と

し，DNA の化学合成から長鎖 DNA の合成・精製までの一連のプロセスの自動化を図ること

で，どのような合成困難な配列を持つ長鎖 DNA でも，低コストで，短期間に，ハイスルー

プットに取得する技術の開発に取り組んでいます。 

氏名 職名 専門分野 

柘植 謙爾 特命准教授 長鎖 DNA 合成，ゲノムデザイン学，デザイン生命工学 

 

＜バイオファウンドリー研究グループ＞ 

代謝経路設計・酵素選定・遺伝子配列設計を行う情報解析技術，ハイスループットな DNA

合成技術・遺伝子組換え技術・ゲノム編集技術，合成生物学技術，メタボローム解析等の先

端計測技術を集積したデジタル×バイオ×ロボティクスのプラットフォーム構築を進めてい

ます。 

Dry(情報技術)と Wet(バイオ技術)の要素技術を最適に組み合わせ，汎用的なスマートセル

構築技術の開発に取り組んでいます。 

氏名 職名 専門分野 

近藤 昭彦 教授 生物機能・バイオプロセス，応用微生物学，合成生物

工学 

蓮沼 誠久 教授 代謝工学，代謝分析化学，遺伝子工学，細胞生理学，

バイオプロセス工学 

石井 純 准教授 合成生物学，代謝工学，ゲノム工学，進化工学，バイ

オセンサー 

柘植 謙爾 特命准教授 長鎖 DNA 合成，ゲノムデザイン学，デザイン生命工学 

 

＜先端メタボロミクス研究グループ＞ 

細胞に含まれる代謝物を一斉に分析するメタボローム解析を用いると，細胞の特徴や状態

を把握することができます。神戸大学では，メタボローム解析を用いることでバイオプロダ

クションの生産性に関わる代謝物質の特定や，優良細胞の選抜，培養条件の最適化を実現し

ています。 

また，実験の再現性に影響を及ぼす前処理工程を自動化するためのロボティクス，高い SN

比で幅広い分子種への対応が可能な LC-MS/MS 分析技術の開発，CE-TOFMS を用いた代謝タ

ーンオーバー解析技術の開発，GC-MS による代謝フィンガープリンティング，ユーザーフレ

ンドリーなデータ処理技術の開発等にも取り組んでいます。 

氏名 職名 専門分野 

蓮沼 誠久 教授 代謝工学，代謝分析化学，遺伝子工学，細胞生理学，

バイオプロセス工学 
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【バイオエコノミー研究部門】 

イノベーション創出に関する調査・研究を通じたバイオエコノミー実現への貢献 

バイオエコノミーという概念が注目されている。産業のエネルギー源は 1600 年代頃までの木

材から，1700 年代半ばには石炭に主役が移り，蒸気機関による第一次産業革命が起こった。続

いて，石油へのシフトに伴い，1800 年代後半から 1900 年代前半にかけての第二次産業革命で

は，鉄鋼・機械・造船などの重工業や，肥料・化学繊維・医薬品などの化学工業での技術革新

が進んだ。1900 年代後半に入り，電子工学の進歩によって第三次産業革命が起こった。現在

は，IoT(Internet of Things)，AI(人工知能)，ビッグデータの活用が産業構造を変化させつつあ

る，第四次産業革命の途上である。 

経済成長の負の側面の１つが，化石資源の大量消費による地球環境の悪化である。持続可能

な仕組みでの経済成長が現代社会の課題であるが，近年，解決策として生物資源の利用が現実

味を帯びてきた。再生可能な生物資源をエネルギー源として化石資源に代替させるだけでな

く，工業製品の素材などに利用することで，化石資源の使用を総合的に減らそうという取り組

みである。生物資源とバイオテクノロジーの活用により，経済成長と地球環境対策の両立を図

る概念は，その実現に向けたさまざまな研究開発や産業政策，経済活動などを包括し，バイオ

エコノミーと呼ばれている。 

OECD(経済協力開発機構)の予測では，2030 年のバイオ市場は GDP の 2.7％(約 180 兆円)に成

長し，そのうちの約４割を物づくりに生物資源を活かすインダストリアル・バイオ分野が占め

るとされている。予測の背景には，ゲノム(遺伝情報)解析を劇的に効率化した次世代シーケン

サーの出現，AI やオートメーション(自動化技術)の急速な発展と，ゲノム編集や DNA 合成な

どの合成生物学の分野での目覚ましい技術革新がある。つまり，近年急速に進歩したデジタル

テクノロジーとバイオテクノロジーの融合が，生命現象を解明し，生物機能の産業への応用を

可能にしたことで，第五次産業革命ともいえる時代を迎えつつある。 

一方でバイオエコノミーの実現には，これら先端技術だけでは足りない。技術上のブレイク

スルーをイノベーションにつなげ，経済的価値・社会的価値を創出しようとする企業家精神

と，経済・経営の視点での戦略が不可欠である。本研究部門は，先端バイオ工学分野における

イノベーション創出に関する調査・研究を通じて，バイオエコノミーの実現に貢献することを

目指す。 

氏名 職名 専門分野 

山本一彦 教授 アントレプレナー・ファイナンス，ストラテジック・

アントレプレナーシップ 

忽那憲治 教授 アントレプレナー・ファイナンス，ストラテジック・

アントレプレナーシップ 
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研究業績等 

【先端バイオ工学研究センター研究業績一覧】 

 

 

※論文欄の（ ）内は査読なし論文，下段は国際共著論文の数。 

※主配置教員の研究業績の詳細は次頁以降に記載。 

  

項目 

       教員区分 

主配置：8 名 配置：25 名 協力：25 名 合計：58 名 

論文発表 

下段：国際共著論文 

20(0) 114(5) 95(1) 232(6) 

9 24 19 53 

学術発表 8 16 8 32 

著書 4 8 5 17 

国際招待講演 8 35 20 63 

国際学会発表 5 83 106 194 

国内招待講演 14 26 35 75 

国内学会発表 34 92 235 366 

特許（出願） 40 28 4 72 

特許（登録） 27 30 1 58 

国補助金事業 14 15 29 58 

民間企業共同研究 14 26 24 64 

受賞・表彰 3 5 6 14 

プレス発表・新聞掲載等 9 13 4 26 
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１．論文発表（国際学術誌掲載論文，国際会議発表論文） 

1. Qu, W., Show, PL., Hasunuma, T., Ho, SH. (2020) Optimizing real swine wastewater treatment 

efficiency and carbohydrate productivity of newly microalga Chlamydomonas sp. QWY37 used for 

cell-displayed bioethanol production, Bioresource Technology, 395:123072【国際共著論文】 

2. Hidese, R., Matsuda, M., Osanai, T., Hasunuma, T.*, Kondo, A. (2020) Malic enzyme facilitates D-

lactate production through increased pyruvate supply during anoxic dark fermentation in Synechocystis 

sp. PCC 6803, ACS Synthetic Biology, 9(2), 260-268 

3. Vavricka, CJ., Hasunuma, T., Kondo, A. (2020) Dynamic metabolomics for engineering biology: 

Accelerating learning cycles for bioproduction, Trends in Biotechnology, 38(1), 68-82 

4. Inokuma, K., Kurono, H., den Haan, R., van Zyl, W. H., Hasunuma, T.*, Kondo, A.* (2020) Novel 

strategy for anchorage position control of GPI-attached proteins in the yeast cell wall using different 

GPI-anchoring domains, Metabolic Engineering, 57, 110-117【国際共著論文】 

5. Aikawa, S., Nishida, A., Hasunuma, T.*, Chang, JS. Kondo, A. (2019) Short-term temporal metabolic 

behavior in halophilic cyanobacterium Synechococcus sp. strain PCC 7002 after salt shock, 

Metabolites, 9(12), 297【国際共著論文】 

6. Bamba, T., Yukawa, T., Guirimand, G., Inokuma, K., Sasaki, K., Hasunuma, T.*, Kondo, A. (2019) 

Production of 1,2,4-butanetriol from xylose by Saccharomyces cerevisiae through Fe metabolic 

engineering, Metabolic Engineering, 56: 17-27 

7. Huang, X., Bai, S., Liu, Z., Hasunuma, T., Kondo, A., Ho, SH. (2019) Fermentation of pigment-

extracted microalgal residue using yeast cell-surface display: direct high-density ethanol production 

with competitive life cycle impacts, Green Chemistry, 22(1), 153-162【国際共著論文】 

8. Hasunuma, T.*, Takaki, A., Matsuda, M., Kato, Y., Vavricka, CJ., Kondo, A. (2019) Single-stage 

astaxanthin production enhances the nonmevalonate pathway and photosynthetic central metabolism 

in Synechococcus sp. PCC 7002, ACS Synthetic Biology, 8(12), 2701-2709 

9. Chen, JH., Kato, Y., Matsuda, M., Chen, CY., Nagarajan, D., Hasunuma, T., Kondo, A., Dong, CD., 

Lee, DJ., Chang, JS. (2019) A novel process for the mixotrophic production of lutein with Chlorella 

sorokiniana MB-1-M12 using aquaculture wastewater, Bioresource Technology, 290, 121786【国際

共著論文】 

10. Guirimand, GGY., Bamba, T., Matsuda, M., Inokuma, K., Morita, K., Kitada, Y., Kobayashi, Y., 

Yukawa, T., Sasaki, K., Ogino, C., Hasunuma, T., Kondo, A. (2019) Combined cell surface display of 

β-D-glucosidase (BGL), maltose transporter (MAL11) and overexpression of cytosolic xylose 

reductase (XR) in Saccharomyces cerevisiae enhance cellobiose/xylose coutilization for xylitol bio-

production from lignocellulosic biomass, Biotechnology Journal, 14(9): e1800704 

11. Miyagishima, S., Era, A., Hasunuma, T., Matsuda, M., Hirooka, S., Sumiya, N., Kondo, A. Fujiwara, 

T. (2019) Day/night separation of oxygenic energy metabolism and nuclear DNA replication in the 

unicellular red alga Cyanidioschyzon merolae, mBio, 10(4): e00833-19 

12. Guirimand, G., Inokuma, K., Bamba, T., Matsuda, M., Morita, K., Sasaki, K., Ogino, C., Berrin, JG., 

Hasunuma, T., Kondo, A. (2019) Cell-surface display technology and metabolic engineering of 

Saccharomyces cerevisiae for enhancing xylitol production from woody biomass, Green Chemistry, 

21, 1795-1808【国際共著論文】 
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13. Vavricka, CJ., Yoshida, T., Kuriya, Y., Takahashi, S., Ogawa, T., Ono, F., Agari, K., Kiyota, H., Li, 

J., Ishii, J., Tsuge, K., Minami, H., Araki, M.*, Hasunuma, T.*, Kondo, A. (2019) Mechanism-based 

tuning of insect 3,4-dihydroxyphenylacetaldehyde synthase for synthetic bioproduction of 

benzylisoquinoline alkaloids, Nature Communications, 10, 2015【国際共著論文】 

14. Chen, JH., Chen, CY., Hasunuma, T., Kondo, A., Chang, CH. Ng, IS., Chang, JS. (2019) Enhancing 

lutein production with mixotrophic cultivation of Chlorella sorokiniana MB-1-M12 using different 

bioprocess operation strategies, Bioresource Technology, 278, 17-25【国際共著論文】 

15. Katayama K, Mitsunobu H, Nishida K. Mammalian synthetic biology by CRISPRs engineering and 

applications. Curr Opin Chem Biol., 52:79-84 

16. Tamano K, Cox RS 3rd, Tsuge K, Miura A, Itoh A, Ishii J, Tamura T, Kondo A, Machida M. (2019) 

Heterologous production of free dihomo-γ-linolenic acid by Aspergillus oryzae and its extracellular 

release via surfactant supplementation. J. Biosci. Bioeng. Apr; 127(4): 451-457 
17. Morita K, Matsuda F, Okamoto K, Ishii J, Kondo A, Shimizu H. (2019) Repression of mitochondrial 

metabolism for cytosolic pyruvate-derived chemical production in Saccharomyces cerevisiae. Microb. 

Cell Fact. Oct 15; 18(1): 177 

18. Katayama, K., Mitsunobu, H., Nishida, K. (2019) Mammalian synthetic biology by CRISPRs 

engineering and applications, Current Opinion in Chemical Biology 52 79-84 

19. Katayama, K., Mitsunobu, H., Nishida, K. (2019) Mammalian synthetic biology by CRISPRs 

engineering and applications, Current opinion in Chemical Biology, 52, 79-84 

20. Yamamoto, K., Takahashi, K., Caputi, L., Mizuno, H., Rodriguez‐Lopez, C. E., Iwasaki, 

T., Ishizaki, K., Fukaki, H., Ohnishi, M., Masujima, T. (2019). The complexity of 

intercellular localisation of alkaloids revealed by single ‐ cell metabolomics. New 

Phytologist, 224(2), 848-859.【国際共著論文】 
 

２．学術発表（国内学術誌総説，紀要，報告書など） 

1. 番場崇弘，湯川貴弘, 蓮沼誠久．鉄代謝改変酵母による1,2,4-ブタントリオール生産．バイオ

サイエンスとインダストリー(B&I)．vol.78(2)．114-115 (2020)． 

2. 蓮沼誠久．＜巻頭言＞スマートセルインダストリーの形成に向けたバイオ×デジタルの技術

開発．化学工学．Vol. 84(2)．51 (2020)． 

3. 蓮沼誠久，Christopher J. Vavricka，荒木通啓．新たに設計した代謝経路を用いた大腸菌によ

るアルカロイド高生産．バイオサイエンスとインダストリー．Vol. 78(1)．32-33 (2020)． 

4. 番場崇弘，猪熊健太郎，Gregory Guirimand，蓮沼誠久．細胞表層提示酵母を利用したクラフ

トパルプからのキシリトール生産．バイオサイエンスとインダストリー(B&I)．vol.77(5)．

390-392 (2019)． 

5. 蓮沼誠久．スマートセル開発に資するメタボロミクス技術．特集 NEDO スマートセルプロ

ジェクト．メタボローム解析技術開発．バイオサイエンスとインダストリー(B&I)．vol.77(5)． 

410-411 (2019)． 

6. 西田敬二．ゲノム編集による次世代育種．機能性食品と薬理栄養 Vol.13 No.4 204-209． 

7. 西田敬二．DNA 塩基書き換えによる切らないゲノム編集 Target-AID．JATAFF ジャーナル 7

巻 5 号 17-21． 
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8. Kato, Y., Ogino, C., Hasunuma, T., Satoh, K., Oono, Y., Kondo, A. (2020) Overcoming Decreased 

Lipid Accumulation Under Light/Dark Conditions by Selective Breeding of Oil-Rich Chlamydomonas 

Mutants, QST Takasaki Annual Repot 2018, QST-M-23, 82 
 

３．著書 

1.  西村勇哉，蓮沼誠久．骨格筋研究を核とした筋スマート社会． 第3章 7. 組織内の分子を網

羅的に測る技術．シーエムシー・リサーチ．94-99 (2019)． 

2. 中井明日也，Ang Li，西田敬二．Target-AID の設計と作製．実験医学別冊 完全版 ゲノム

編集実験スタンダード 112-118． 

3. 寺本 潤，西田敬二．ゲノム編集技術を用いた次世代微生物育種 実験医学別冊 完全版 

ゲノム編集実験スタンダード 317-324． 

4. 寺本潤，西田敬二．実験医学別冊 完全版 ゲノム編集実験スタンダード．III-3 応用編．ゲノ

ム編集技術を用いた次世代微生物育種．羊土社(2019)． 
 

４．国際招待講演 

1. Hasunuma, T. Metabolomics-based engineering of microalgae and cyanobacteria for CO2 capture and 

utilization, 3rd International Solar Fuels Conference, Hiroshima, 2019.11.21 

2. Hasunuma, T. Metabolomics-based engineering for bio-production, Asian Synthetic Biology 

Association (ASBA) 2019, Chengdu, China, 2019.10.27 

3. Hasunuma, T. Metabolomics-based engineering for smart cell development, Metabolic Engineering 

Summit 2019, Tianjin, China, 2019.10.22 

4. Hasunuma, T. Smart cell development based on high throughput technology, advanced analysis and 

computational science for bio-production in microorganisms, The 14th Asian Congress on 

Biotechnology (ACB), Tamsui Fisherman’s Warf, Taiwan, 2019.7.3 

5. Nishida, K. Potential of base editing technology for gene therapy, The 25th Annual Meeting of Japan 

Society of Gene and Cell Therap, Tokyo, 2019.7.23 

6. Nishida, K. Base editing, gene conversion and local diversification without DNA double strand break, 

Frontiers in Genome Engineering, Kobe, 2019.11.25 

7. Ishii J, Tabata T, Nakamura T, Kato H, Asama R, Nakamura Y, Kondo A. Construction of metabolite 

sensor using yeast signal transduction machinery for monitoring melatonin production. The 10th 

Symposium on Innovative BioProduction Taichung (iBioT2019). 2019, Nov 7-9, Tunghai University, 

Taichung, Taiwan 

8. Ishii J, Tabata T, Nakamura T, Kato H, Asama R, Nakamura Y, Kondo A. Construction of melatonin 

metabolite sensor using yeast signal transduction machinery. 2019 Asian Synthetic Biology 

Association (ASBA) Meeting (ASBA2019). 2019, Oct 26-30, JW Marriott Hotel Chengdu, Chengdu, 

China 
 

５．国際学会発表 

1. Joana T. Cunha, Aloia Romaní, Kentaro Inokuma, Tomohisa Hasunuma, Akihiko Kondo and Lucília 

Domingues. Industrial Saccharomyces cerevisiae as whole-cell biocatalysts: valorization of 
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lignocellulosic biomass through cell-surface display of hemicellulolytic enzymes. 7th Conference on 

Physiology of Yeasts & Filamentous Fungi. Milan, 2019.6.24 

2. T. Yukawa, T. Bamba, T. Hasunuma, A. Kondo. Development of a recombinant Saccharomyces 

cerevisiae strain for high yield 1,2,4-butanetriol production. 14th Asian Congress on Biotechnology. 

Tamsui, Taiwan. July. 2019. 

3. Nishida, K. Genome engineering by base editing in various organisms, 3rd Asian Synthetic Biology 

Association, Chengdu, China, 2019.10.26 

4. Katayama, K., Teramoto, J., Kondo, A., Nishida, K. Design-AID: A computational tool to desig unique 

RNAs for Target-AID genome-wide base editing. Frontiers in Genome Engineering, Kobe, Japan, 

2019. 11. 25-27. 

5. Katayama, K., Teramoto, J., Kondo, A., Nishida, K. (2019) A COMPUTATIONAL TOOL TO 

DESIGN UNIQUE GUIDE RNAS FOR TARGET-AID MEDIATED GENOME-WIDE BASE 

EDITING, Frontiers in Genome Engineering 2019, Kobe, Japan, 2019.11.25-27 
 

６．国内招待講演 

1. 蓮沼誠久．スマートセル開発に資するハイスループット微生物構築・評価技術の開発．2019

年度NEDOスマートセルプロジェクト技術セミナー．グランフロント大阪．2019.12.18． 

2. 蓮沼誠久．スマートセルインダストリーに資するメタボローム解析技術の開発と応用．農芸

化学会関西支部第511回講演会．神戸大学．2019.12.7.． 

3. 蓮沼誠久．バイオ×デジタルによるスマートセル開発への挑戦．BioJapan 2019 JST ALCAシ

ンポジウム．横浜．2019.10.10． 

4. 蓮沼誠久．スマートセル開発に資するハイスループット微生物構築・評価技術の開発．2019

年度NEDOスマートセルプロジェクト技術セミナー．御茶ノ水ソラシティ・カンファレンス

センター．2019.9.24． 

5. 蓮沼誠久．スマートセル創出プラットフォーム構築へ向けた挑戦．日本生物工学会 第 6 回

SBJ シンポジウム「超スマート社会(Society 5.0)の実現に向けた『生物工学』の挑戦!!」．大

阪．2019.5.24． 

6. 西田敬二．塩基編集技術 Target-AID の開発と応用．東京大学 佐藤守俊研究室セミナー．東

京 2019.5.17． 
7. 西田敬二．DNA二重鎖を切らない塩基編集技術．協和発酵バイオセミナー． 山口． 2019.5.23． 

8. 西田敬二．塩基編集Base editing の開発と応用．東京大学医科学研究所．セミナー．東京． 

2019.5.27． 

9. 西田敬二．塩基編集技術Target-AIDの開発と応用．日本遺伝学会．福井．2019.9.23． 

10. 西田敬二．塩基編集技術Base editingの開発と展望． BioJapan．横浜．2019.10.10． 

11. 西田敬二．塩基編集技術の開発と育種応用．農芸化学関西支部セミナー．神戸．2019.12.7． 

12. 西田敬二．塩基編集技術の植物科学および育種への波及．植物科学シンポジウム．東京． 

2019.12.11． 

13. 石井純．「合成生物学とバイオエコノミー -神戸大学における研究紹介- 」第 5 回 Laboratory 

Automation 勉強会．2019 年 10 月 19 日．神戸大学百年記念館 六甲ホール． 

14. 石井純．「大腸菌・酵母の半自動形質転換システムとハイスループット生産性評価」第 92 回
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日本生化学会大会(シンポジウム「実験自動化の今」)．2019 年 9 月 18-20 日．パシフィコ横

浜． 
 

７．国内学会発表 

1. 湯川貴弘，番場崇弘，蓮沼誠久，近藤昭彦. 酵母Saccharomyces cerevisiaeの鉄代謝改変に基づ

くキシロースからの1,2,4-ブタントリオール発酵生産．日本農芸化学会関西支部・第511回支

部講演会．神戸大学．2019年12月7日． 

2. 蓮沼誠久．藍藻の動的メタボローム解析技術の開発と応用．藍藻の分子生物学2019．かずさ

アカデミアホール．2019年11月30日． 

3. 見市絢香，蓮沼誠久，近藤昭彦．Synechocystis sp. PCC6803における15N 標識法の開発．藍

藻の分子生物学2019．かずさアカデミアホール．2019年11月30日． 

4. ヴァヴリッカクリストファー，清田洋正，荒木通啓，近藤昭彦，蓮沼誠久．Application of the 

design, build, test and learn paradigm to the discovery and engineering of specialized aromatic 

aldehyde synthases．第37回農薬環境科学研究会．倉敷せとうち児島ホテル．2019年11月21日． 

5. 竹中武蔵，服部考成，早川禎宏，蓮沼誠久．スマートセル創出に資するイオンペアフリーLC-

MS/MS分析．第13回メタボロームシンポジウム．筑波大学．2019年10月17日． 

6. 小林優真，猪熊健太郎，蓮沼誠久，近藤昭彦．Non-conventional酵母Scheffersomyces stipitisを

用いたレスベラトロール生産プロセスの開発．農芸化学会関西中部支部2019年度合同神戸大

会．神戸大学．2019年9月22日． 

7. 藤川康夫，鶴本智大，泉田智史，三島俊介，岡澤敦司，加藤悠一，蓮沼誠久．食農産業にお

けるLEDの利活用技術の開発．2019年度日本生物工学会大会シンポジウム．岡山大学．2019

年9月17日． 

8. 加藤悠一，小山智己，佐藤勝也，大野豊，張嘉修，蓮沼誠久，近藤 昭彦．海洋性クラミド

モナス油脂高蓄積変異株における油脂・カロテノイド増産メカニズムの解明．2019年度日本

生物工学会大会．岡山大学．2019年9月17日． 

9. 小山智己，加藤悠一，佐藤勝也，大野豊，蓮沼誠久，近藤昭彦．窒素存在下で油脂を高蓄積

する海洋性クラミドモナス変異株の選択的育種．2019 年度日本生物工学会大会．岡山大学．

2019 年 9 月 17 日． 

10. 塩澤優希，弘埜陽子，石井純，柘植謙爾，松田史生，戸谷吉博，原清敬．「デルタロドプシ

ンによる ATP 再生を伴う物質生産性の向上」日本農芸化学会 2020 年度大会．2020 年 3 月

25-28 日．九州大学 伊都キャンパス．【新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の影響により

学会中止】 
11. 佐藤良樹，弘埜陽子，石井純，柘植謙爾，松田史生，戸谷吉博，原清敬．「デルタロドプシ

ンの変異体解析」日本農芸化学会2020年度大会．2020年3月25-28日．九州大学 伊都キャン

パス．【新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の影響により学会中止】 

12. Kartika Restu Witta，山本翔太，石井純，青井貴之，丸山達生．「低毒性とゲル化能を両立し

た短鎖ペプチドゲル化剤」化学工学会第85年会．2020年3月15-17日．関西大学 千里山キャ

ンパス．【新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の影響により学会中止】 

13. 冨永将大，小川ひろ，能崎健太，近藤昭彦，石井純．「進化デザインによる新規テルペノイ

ドセンサの開発」日本農芸化学会関西支部 支部例会(第511回講演会)．2019年12月7日．神戸
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大学 六甲台キャンパス． 

14. 能崎健太，冨永将大，梅野太輔，近藤昭彦，石井純．「新規な３機能性融合マーカーを用い

た酵母遺伝子スイッチの組織的開発」日本農芸化学会関西支部 支部例会(第511回講演会)．

2019年12月7日．神戸大学 六甲台キャンパス．【日本農芸化学会関西支部 支部例会（第511

回講演会） 優秀発表賞】 

15. 浅間梨々花，田畑琢也，中村泰之，中村朋美，加藤寛子，近藤昭彦，石井純．「メラトニン

生産性を簡便かつハイスループットに評価するメタボライトセンサの開発」日本農芸化学会

関西支部 支部例会(第511回講演会)．2019年12月7日．神戸大学 六甲台キャンパス． 

16. Anna Matsueda, Takashi Sakurai, Ryo Iizuka, Yasuyuki Nakamura, Jun Ishii, Akihiko Kondo, Dong 

Hyun Yoon, Tetsushi Sekiguchi, Shuichi Shoji, Soichiro Tsuda, Takashi Funatsu「Feasibility study 

of the method to obtain peptide agonists for G protein-coupled receptors using water-in-oil 

microdroplets」第57回日本生物物理学会年会．2019年9月24-26日．宮崎県・シーガイアコンベ

ンションセンター． 

17. 能崎健太，冨永将大，梅野大輔，近藤昭彦，石井純．「陽性/陰性選択マーカーと蛍光タンパ

ク質から成る3機能性新規融合タンパク質を用いた酵母遺伝子スイッチの開発」第71回日本

生物工学会大会．2019年9月16-18日．岡山大学 津島キャンパス． 

18. 伊藤洋一郎，石上美佐，橋場倫子，中村泰之，蓮沼誠久，石井純，近藤昭彦．「Pichia pastoris

において分泌シグナル配列の１アミノ酸置換はタンパク質分泌生産量を劇的に増大させる」

第71回日本生物工学会大会．2019年9月16-18日．岡山大学 津島キャンパス． 

19. 田中涼，鎌田健太郎，戸谷吉博，松田史生，石井純，柘植謙爾，弘埜陽子，原清敬，清水浩．

「ロドプシンを利用した大腸菌における光駆動ATP再生の物質生産への応用」第71回日本生

物工学会大会．2019年9月16-18日．岡山大学 津島キャンパス． 

20. 大塚健介，原清敬，石井寛子，石井純，岡橋伸幸，戸谷吉博，松田史生．「デルタロドプシ

ン発現が出芽酵母の代謝に及ぼす影響」第71回日本生物工学会大会．2019年9月16-18日．岡

山大学 津島キャンパス． 

21. 弘埜陽子，塩澤優希，戸谷吉博，石井純，柘植謙爾，松田史生，菊川寛史，原清敬．「光駆

動ATP再生系による出芽酵母型Vmax細胞の創製」酵母遺伝学フォーラム第52回研究報告会．

2019年9月4-6日．静岡市清水文化会館マリナート． 

22. 堀川拓真，伊藤洋一郎，石井純，近藤昭彦．「分泌タンパク質精製のハイスループット自動

化」生物工学若手研究者の集い 夏のセミナー2019．2019年7月20-21日．琵琶湖国定公園 近

江白浜 政府登録旅館 白浜荘． 

23. 山田健人，南部-西田由美子，伊藤洋一郎，西田敬二，石井純，近藤昭彦．「抗体生産性に関

わる遺伝子探索のためのPichia pastorisゲノム編集技術の構築」生物工学若手研究者の集い 

夏のセミナー2019．2019年7月20-21日．琵琶湖国定公園 近江白浜 政府登録旅館 白浜荘． 

24. 松本和樹，酒井香奈江，柘植謙爾，石井純，近藤昭彦．「ノカルジチオシン二次代謝生合成

遺伝子クラスターの大腸菌発現系構築」生物工学若手研究者の集い 夏のセミナー2019．2019

年7月20-21日．琵琶湖国定公園 近江白浜 政府登録旅館 白浜荘． 

25. 浅間梨々花，田畑琢也，中村泰之，加藤寛子，近藤昭彦，石井純．「メラトニン発酵生産性

を簡便に評価する酵母メタボライトセンサの開発」生物工学若手研究者の集い 夏のセミナ

ー2019．2019年7月20-21日．琵琶湖国定公園 近江白浜 政府登録旅館 白浜荘． 
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26. 桂田康平，杉本美帆，海嶋美里，冨永将大，近藤昭彦，石井純．「酵母を用いた癌標的膜タ

ンパク質に対する相互作用阻害分子のスクリーニング系構築」生物工学若手研究者の集い 

夏のセミナー2019．2019年7月20-21日．琵琶湖国定公園 近江白浜 政府登録旅館 白浜荘． 

27. 大塚健介，弘埜陽子，原清敬，石井寛子，石井純，岡橋伸幸，戸谷吉博，松田史生．「デル

タロドプシンを用いた光エネルギーによる ATP 再生能力強化酵母株の構築」生物工学若手

研究者の集い 夏のセミナー2019．2019 年 7 月 20-21 日．琵琶湖国定公園 近江白浜 政府登

録旅館 白浜荘． 

28. 片山健太，風間智彦，鳥山欽哉，有村慎一，近藤昭彦，西田敬二．MitoTALEN による植物

ミトコンドリアゲノム編集の成功．第 19 回日本蛋白質科学会年会・第 71 回日本細胞生物学

会大会 合同年次大会．神戸コンベンションセンター．2019 年 6 月． 

29. 片山健太，日高朋美，風間智彦，鳥山欽哉，有村慎一，西田敬二．植物ミトコンドリアにお

けるゲノム編集の成功．日本植物学会第 83 回大会．東北大学．2019 年 9 月． 

30. 天野百々江，大西美輪，石崎公庸，深城英弘，三村徹郎．生育土壌の違いによる植物体イオ

ノームの変動―植物体から生育場所を推定できるか?―．日本植物学会第 83 回大会．東北大

学．2019 年 9 月． 

31. 吉岡優介，大西美輪，栗田悠子，木下俊則，永野惇，石崎公庸，深城英弘，三村徹郎．根系

の光環境が植物のリン酸応答に与える影響．日本植物学会第 83 回大会．東北大学．2019 年

9 月． 

32. 鵜崎真妃，山本浩太郎，高橋勝利，大西美輪，栗田悠子，七條千津子，永野 惇，石崎公庸，

深城英弘，三村徹郎．ニチニチソウ乳管細胞・異形細胞の発生，分化，代謝変動の解析．日

本植物学会第 83 回大会．東北大学．2019 年 9 月． 

33. 鵜崎真妃，山本浩太郎，栗田悠子，大西美輪，Carlos Eduardo Rodriguez Lopez，七條千津子，

高橋勝利，永野惇，石崎公庸，深城英弘，Sarah E．O'Connor，三村徹郎．ニチニチソウの成

長に伴う葉組織二次代謝変動の解析．第 61 回日本植物生理学会年会．大阪大学．2020 年 3

月． 

34. 加藤悠一，小山智己，荻野千秋，蓮沼誠久，佐藤勝也，大野豊，近藤昭彦．微細藻類油脂・

カロテノイド高蓄積株の育種と高蓄積メカニズムの解明．QST 高崎サイエンスフェスタ

2019． 高崎シティギャラリー．2019 年 12 月． 
 

８．特許（出願） 

40件 

 

９．特許（登録） 

1. 特許3037543号．「油脂成分を産生する方法，高級不飽和脂肪酸の製造方法，及びクラミドモ

ナス・スピーシーズJSC4株」．神戸大・DIC・自然科学研究機構．近藤昭彦・蓮沼誠久・賀詩

欣・皆川純・西江晴男・太郎田博之・張嘉修． 

2. 特許10351882号．「油脂成分を製造する方法，及び藻類を使用して高級不飽和脂肪酸を製造

する方法」．神戸大・DIC・自然科学研究機構．近藤昭彦・蓮沼誠久・賀詩欣・皆川純・西江

晴男・太郎田博之・張嘉修． 

3. 特許6537076号．「分泌シグナルペプチドならびにそれを利用したタンパク質の分泌および細
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胞表層提示」．神戸大．近藤昭彦・蓮沼誠久・猪熊健太郎． 

4. 特許3115457号．「標的化したDNA配列の核酸塩基を特異的に変換するゲノム配列の改変方法

及びそれに用いる分子複合体」．神戸大．西田敬二・近藤昭彦・小嶋聡美．※欧州各国展開

分を含み合計22件． 

5. 特許6664693号．「標的化したDNA配列の核酸塩基を特異的に変換する，グラム陽性菌のゲノ

ム配列の変換方法，及びそれに用いる分子複合体」．神戸大・日本触媒．西田敬二・近藤昭

彦・向山正治・市毛栄太． 

6. 特許10-2061438号．「標的化したDNA配列の核酸塩基を特異的に変換する，単子葉植物のゲノ

ム配列の変換方法，及びそれに用いる分子複合体」．神戸大．西田敬二・近藤昭彦・島谷善

平． 

 

１０．国補助金事業 

1. 未来社会創造事業（探索加速型）「地球規模課題である低炭素社会の実現」領域／「ゲーム

チェンジングテクノロジー」による低炭素社会の実現．科学技術振興機構（JST）．「細胞

分裂制御技術による物質生産特化型ラン藻の創製と光合成的芳香族生産への応用」． 代表． 

2. 戦略的創造研究推進事業／先端的低炭素化技術開発（ALCA）．科学技術振興機構（JST）．

「亜リン酸を用いたロバスト且つ封じ込めを可能とする微細藻類の培養技術開発（代表 廣

田隆一）」．分担． 

3. 研究成果展開事業／研究成果最適展開支援プログラム（A－STEP）／ステージⅡ（シーズ育

成タイプ）．科学技術振興機構（JST）．「微細藻類からのカロテノイド色素の生産技術開

発」．研究責任者． 

4. 植物等の生物を用いた高機能品生産技術の開発／高生産性微生物創製に資する情報解析シ

ステムの開発．新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）．研究開発責任者． 

5. 科学研究費助成事業／基盤研究（C）．日本学術振興会．「バイオマス由来成分が大腸菌の

報告族化合物代謝を抑制する発酵阻害メカニズムの解明（代表 川口秀夫）」．分担． 

6. 戦略的創造研究推進事業／先端的低炭素化技術開発（ALCA）．科学技術振興機構（JST）．

「ラン藻の発酵代謝工学－光合成を基盤としたコハク酸・乳酸生産（代表 小山内崇）」．

分担． 

7. 植物等の生物を用いた高機能品生産技術の開発／植物の生産性制御に係る共通基盤技術開

発．新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）．「ゲノム編集の国産技術基盤プラッ

トフォームの確立（中村 崇裕）」．研究分担者． 
8. イノベーションシステム整備事業／地域イノベーション・エコシステム形成プログラム．文

部科学省．「バイオ経済を加速する革新技術：ゲノム編集・合成技術の事業化（近藤 昭彦）」．

研究分担者． 

9. 研究成果展開事業／産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム．「ゲノム編集」産

学共創コンソーシアム（JST）．「ゲノムワイド点変異スクリーニング系の開発」．研究責

任者． 

10. 科学研究費助成事業／若手研究（A）．文部科学省．「標的 DNA のあらゆる塩基を自在に

直接変換できる人工酵素技術の創出」．研究責任者． 

11. 次世代治療・診断実現のための創薬基盤技術開発事業．日本医療研究開発機構（AMED）．
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「バイオ医薬品の多品種・大量製造に適した微生物による高度生産技術の開発（代表 石井

純）」．研究責任者． 

12. 次世代治療・診断実現のための創薬基盤技術開発事業．日本医療研究開発機構（AMED）．

「高性能な国産細胞株の構築（代表 近藤昭彦）」．分担． 

13. 未来社会創造事業．科学技術振興機構（JST）．「光駆動 ATP 再生系による Vmax 細胞の創

製（代表 原清敬）」．分担． 

14. 植物等の生物を用いた高機能品生産技術の開発．新エネルギー・産業技術総合開発機構 

（NEDO）．「高生産性微生物創製に資する情報解析システムの開発（代表 蓮沼誠久）」．

分担． 
 

１１．民間企業共同研究 

14件 

 

１２．受賞・表彰 

1. 蓮沼誠久．第 11 回学長表彰（財務貢献者）． 

2. 西田敬二．第 11 回学長表彰（財務貢献者）． 

3. 西田敬二．井植文化賞 科学技術部門． 
 

１３．プレス発表・新聞掲載等 

1. ラン藻で高濃度D-乳酸生産技術の開発に成功．2020/2/18 Research at Kobe． 

2. 酵母の細胞表層における異種タンパク質の立体配置を制御する技術を開発 ― 細胞の機能

性向上に成功 ―．2019/12/9 Research at Kobe． 

3. 高増殖性の海洋ラン藻でアスタキサンチンの効率的な生産技術を開発 ～ラン藻を利用した

物質生産の実用化へ大きな一歩～．2019/11/6 Research at Kobe． 

4. 酵母の鉄代謝機構の改変により医薬・化成品原料であるブタントリオールの発酵生産性の向

上に成功．2019/08/28 Research at Kobe． 

5. “スマートセル”開発で医薬品原料の生産性向上に成功 ―微生物の代謝経路と酵素を計算

科学でデザイン―．2019/05/07 Research at Kobe． 

6. スマートセル技術セミナー開催／NEDO．化学工業日報．2019年9月26日． 

7. 2019 年 5 月 4 日．NHK E テレ出演． 

8. 2019 年 8 月 8 日．日テレ BS 深層 NEWS 出演． 

9. 2019 年 10 月 27 日．フジテレビ ワイドナショー出演． 
 


